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1 キリシタン大 名がヨーロッパへ送った少 年の使節を何という?

ア 遣隋使 イ 天正遣欧少年使節 ウ 遣唐使 エ 朝 鮮通信使 こたえ 

2 検地と刀 狩によって世の中はどう変わった?

ア 全員が武士になった イ 身分の差がなくなった

ウ 武士と百 姓の身分の区別がはっきりした エ 米作りが禁止された こたえ 

3 豊臣秀吉は、もともとだれの家来として出世した?

ア 上杉謙信 イ 武田信玄 ウ 徳川家康 エ織田信長 こたえ 

4 ザビエルが日本に上 陸した場所は?

ア 鹿児島 イ 江戸 ウ 長崎 エ 大阪 こたえ 

5 桃山文化のころ、出雲の阿国が始めた踊りがもとになった芸能は?

ア 歌舞伎 イ 狂 言 ウ 能 エ 人形浄瑠璃 こたえ 

6 千利休が完成させた、静かに客をもてなす作法を何という?

ア 茶の湯(茶道) イ 和歌 ウ 生け花 エ 能 こたえ 

7 長篠の戦いで鉄砲を大 量に使い、武田軍を破ったのは?

ア 豊臣秀吉 イ織田信長 ウ 徳川家光 エ 源 頼 朝 こたえ 

8 豊臣秀吉は、キリスト教の宣教師に対してどうした?

ア 大 名に任命した イ 国外に追放するよう命じた ウ 布教を保護した エ 寺を建てさせた

こたえ 

9 信長が城下町で関所を廃止した目的は?

ア鎖国のため イ 戦争を始めるため

ウ 人や物の行き来を活発にして商 業をさかんにするため エ 税を増やすため

こたえ 
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10 百 姓などが団結して、領 主などに立ち向かうことを何という?

ア 刀 狩 イ 一揆 ウ 検地 エ 楽市 こたえ 

11 百 姓から刀や鉄砲を取り上げた秀吉の政策は?

ア 御恩と奉公 イ 刀 狩 ウ 廃藩置県 エ 検地 こたえ 

12 ポルトガル人が種子島に着いたのは、どのようにして?

ア 乗っていた船が流れ着いた イ 日本の船に乗せられて来た ウ 日本の大 名に招かれて来た

エ 日本と戦うために来た こたえ 

13 豊臣秀吉が2度にわたって大軍を送った国は?

ア 朝 鮮 イロシア ウ 中 国(明) エアメリカ こたえ 

14 千利休は、どこの町の商 人の出 身?

ア 堺 イ 博多 ウ 長崎 エ 江戸 こたえ 

15 豊臣秀吉が2度にわたって朝 鮮に大軍を送ったのは、どこの国を征服しようとしたから?

アオランダ イロシア ウ 明(中 国) エインド こたえ 

16 織田信長がかかげた、全国を武力で一つにまとめる目 標を表す言葉は?

ア 天下布武 イ 尊王攘夷 ウ 御恩と奉公 エ 富国強兵 こたえ 

17 豊臣秀吉が拠点として築いた城は?

ア 五稜郭 イ 江戸城 ウ 大阪城 エ 安土城 こたえ 

18 豪華な天守が今も残り、世界遺産になっている兵庫県の城は?

ア 姫路城 イ 五稜郭 ウ 首里城 エ 安土城 こたえ 

19 信長が城下町で、だれでも自由に商 売できるようにした政策は?

ア 検地 イ 楽市・楽座 ウ 刀 狩 エ鎖国 こたえ 

20 豊臣秀吉が朝 廷から任じられた、天皇を助けて政治を行う役 職は?

ア 老 中 イ 征夷大将軍 ウ 執権 エ 関白 こたえ 
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こたえ　しょう6 しゃかい「天下統一への 道(安土桃山)」 その2

1  イ 天正遣欧少年使節

2  ウ 武士と百姓の身分の区別がはっきりした

3  エ 織田信長

4  ア 鹿児島

5  ア 歌舞伎

6  ア 茶の湯(茶道)

7  イ 織田信長

8  イ 国外に追放するよう命じた

9  ウ 人や物の行き来を活発にして商業をさかん

にするため

10  イ 一揆

11  イ 刀狩

12  ア 乗っていた船が流れ着いた

13  ア 朝鮮

14  ア 堺

15  ウ 明(中国)

16  ア 天下布武

17  ウ 大阪城

18  ア 姫路城

19  イ 楽市・楽座

20  エ 関白


